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大和朝廷のはじまりの時代 

 

１．倭国 

① 魏志倭人伝と邪馬台国／卑弥呼 

A ３世紀初頭前後の倭国 

倭国乱れ、相攻伐すること歴年、乃ち共に一女子を立てて王と為す。 

名づけて卑弥呼という。鬼道に事とし、能く衆を惑わす。年己に長大なるも、 

夫婿なく、男弟あり、佐けて国を治む。王となりしより以来、見るある者 

少なく、婢千人を以て自ら侍せしむ。ただ男子一人あり、飲食を給し、 

辞を伝え居処に出入りす。宮室・楼観・城柵、厳かに設け、常に人あり、 

兵を持して守衛す。 

   B 卑弥呼 

      ２３９年…卑弥呼が親魏倭王の称号を受ける。銅鏡百枚等を賜る。 

      ２４８年…卑弥呼死す。径百余歩の冢を作り、奴婢百余人を殉葬する。 

 

② 纒向遺跡 

場所：奈良盆地の東南部（三輪山の山麓） 

広大な面積…南北 1.5km、東西 2km（九州吉野ヶ里遺跡の６倍） 

   纏向大溝…幅 5m、深さ 1.2m、総延長 2km（推定） 

 

時代：縄文・弥生時代ともほとんど遺構、遺物の出土がない。 

纏向１式期（庄内式土器）から古墳時代（布留式土器）の遺構、遺物の 

出土が主である。 

 

集落の性格：掘立柱建物がほとんどで、竪穴住居跡はわずか２カ所のみである。 

他地域からの住人が多いと推定され、都市的な性格を持った集落。 

各種の祭祀施設があった。 

      大型建物が発掘され、規格性と建物の中軸を揃える。 

 

出土品：搬入土器が多い…北九州、吉備、山陰、北陸、東海、関東と広い範囲から

１５％を超す土器が持ち込まれている。 

また大和の土で各地域の様式土器も含まれている。 

    土木工具の出土が多い…鋤（主に土木工具）95%、鍬（主に農耕具）5% 



    祭祀遺物…弧文円板、弧文木製品、弧文石、特殊埴輪片 

埴輪群…鶏形、朝顔形 

鶏形木製品、木製輪鐙、巾着状絹製品、ベニバナの花粉、木製仮面   

 

墳墓： 弥生時代から古墳時代にかけての端境期で、各種の古墳が集まっている。

また、前方後円墳が発生して、全国（関東以西）に広がった。 

（帆立貝式古墳、纏向型前方後円墳など） 

 

纏向石塚古墳（纏向型前方後円墳 全長９６ｍ 周壕部２０ｍ）    

（葺石や埴輪なし） 

       周壕出土木製品の檜の伐採推定年代は２００年前後 

       勝山古墳（柄鏡式前方後円墳 全長１１５ｍ 周壕部２５ｍ）       

出土材の年輪年代鑑定法で伐採年１９９年±１２年 

    矢塚古墳（纏向型前方後円墳 全長９３ｍ） 

    東田大塚古墳（前方後円墳 全長１２０ｍ） 

        ホケノ山古墳（帆立貝式前方後円墳 全長８０ｍ） 

              （周壕状 葺石あり 埴輪なし）  

              後円部に石囲い木槨で約５ｍのコウヤマキ製の刳抜式木棺 

              出土品に中国製（後漢時代…２５～２２０年）画文帯神獣

鏡や鉄刀、銅鏃等があった。 

 

２．ヤマト 

① 古墳時代 

 大型前方後円墳の古い順位は箸墓古墳（280m）、西殿塚古墳（234m）、 

桜井茶臼山古墳（208m）、メスリ山古墳（250m）、行燈山古墳（崇神天皇陵、 

 242m）、渋谷向山古墳（景行天皇陵、310m）と推定される。 

これらの古墳は奈良盆地の東南部に造営されている。 

 

   A. 箸墓古墳 

     倭迹迹日襲姫命の大市墓（宮内庁管理） ３世紀後半の築造と推定 

     精美な最古の大型前方後円墳 全長２８０ｍ 後円部径１５５ｍ 高さ２９ｍ 

     前方部長１２５ｍ 高さ１６ｍ 後円部は５段で前方部は４段の段築。 

     周壕は約１０ｍで馬蹄形 葺石あり 特殊器台型埴輪 

   最近の発掘で２重堀と推定される。 

 

 



B. 桜井茶臼山古墳 

３世紀末～４世紀初めの築造の柄鏡式前方後円墳 

全長２０８ｍ 後円部径１１０ｍ 高さ  ｍ 前方部長９８ｍ 高さ  ｍ  

後円部は３段で前方部は２段の段築 葺石あり 埴輪なし 

     竪穴式石室が朱一式で塗られていた コウヤマキの木棺 

     後円部に方形壇と二重口縁壺列 

     玉杖、管玉（国内最長のガラス製を含む）、武器類、銅鏡８１面以上の出土 

     （三角縁神獣鏡、画文帯神獣鏡、内行花文鏡等） 

 

   C. メスリ山古墳 

３世紀末～４世紀初めの築造の柄鏡式前方後円墳 

全長２５０ｍ 後円部径１３０ｍ 高さ１９ｍ 前方部長１２０ｍ 高さ８ｍ  

後円部は３段で前方部は２段の段築 葺石あり  

     後円部に方形壇と二重円筒埴輪列（巨大円筒埴輪で構成され、特に２本の日本 

     最大の特殊円筒埴輪 高さ２．４２ｍ 口径１．３１ｍ が出土） 

     未盗掘の副室で多数の武器類が出土（銅鏃 ２３６本、槍先 ２１２本など） 

 

② 大和朝廷  

場所：奈良盆地の東南部 

時代：４世紀初頭 

支配地：福島から鹿児島の範囲 

支配者：１０代天皇の崇神天皇以降と言われており、学者によって推定在位が 

異なるが、高城修三説によると１０代崇神 ２８４～２９０年、 

１１代垂仁 ２９０～３０７年、１２代景行 ３０７～３３６年になる。 

古墳時代の初期の古墳が大和朝廷の支配者のものと考えられる。 

 

以上 
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